
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）50，135－136（1997）

ブド　ウ　▲紅伊豆’の垣根仕立　て　法

鈴　木　　　哲・小野田　和　夫

（岩手県農業研究センター）

Espalier Training of‘Beniizu’Grape

Satoru SuzUKI and Kazuo O二（ODA

（Iwate AgriculturalResearch Center）

1　は　じ　め　に

岩手県の大粒種ブドウの主要品種‘紅伊豆’は，長柄棚

による昆梢封定法で栽培されている。長柄封定法は，結実

安定のための必須な樹勢調節の範囲が広く，大粒種を中心

に主要な仕立て法となっているが，整枝，労定に熟練を要

し，また∴頭上作業が主体なため，より省力的で軽労化が

可能な仕立て法の開発が求められている。このため，垣根

仕立てによる結実の安定化を検討した。

2　試　験　方　法

させず，次年度以後の結果母枝候補枝として養成した。
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（1）試験1

1）供試樹：■紅伊豆，／テレキ5BB1987年春

2年生首植栽

2）植栽距離：当初列間3mx樹間5m（66．6本／10

a）植栽7年目から間伐し3mx15m

（22．2本／10a）

（2）試験2

1）供試樹：VF　■紅伊豆’／VFテレキ5BB

1991年春1年生首植栽

2）植栽距離：列間3mX樹間4．4m（75．8本／10a）

3）根城制限：植構（幅1．2m，深さ50cm）にラブシー

ト（ユニチカ製＃61009BKG）を埋設

（3）試験1・2共通

1）棚の構造（図1）

改良マンソンを変形した垣根方式で，雨よけトンネルの

付設が可能な構造とした。

2）樹体の構成（図2，3）

主枝は主幹から2本を分岐させ，第1，第2主枝に6：

4程度の勢力差をつけ，最下段の幹線に一文字に誘引した。

結果母枝は．1994年までは2芽短梢労定とし，1995年以

降は，主枝から直接発生した所梢，又は前年の結果母枝か

ら発生した主枝に近く，豊熟状態の良い新柄を選び，8－

13芽残しの長梢とし，主幹方向に返し二段目の張り線に誘

引した。適当な枝がない場合や次年度の結果母枝候補枝を

養成する場合は，部分的に中短梢暫定を行った。

新梢は，三段及び四段目の張り線に誘引し，その先は．

下垂させた。新梢長は2．0m程度とし，それ以上は摘心し

た。

最終的に残す新梢本数は，片側18－20cm間隔で，10a当

たり3，300本～3，700本とした。主枝から発生した不定芽や－

側枝基部に発生した新梢を中心に，1－2割の新梢は着果
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図1　棚の構造

tl申b】　　　　　　　【2年口）　　　　　　　【3年♭】

図2　幼木の弊定

図3　成木の生育期の枝の配置
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蓑110a換算収量及び果実品質

仕　　　　　　　立

試験区
年次
（定植後年数）

結果母枝2芽短梢平定 良梢努定
’88　　’89　　’90　　’91　　●92　　193　　’94　　　▼95　　　－96

（2年）（3年）（4年）（5年）（6年） （7年）（8年）（9年）（10年）
収益（kg／10a）　　496　　　603　　　朋2　　　516
房垂（g）　　　　371　　361　　300　　　246

1987年　粒垂（g）　　　12 4　　13 5　　16 3　　14
植栽樹　糖度（Brix）　　14，0　　16．8　　17．1　16

酸度（％）　　　1．65　　0．55　　0．57　　0．52

1．079　　　812　　　362　　　992

490　　　351　　225　　　382　　　451

7　　16

2　　　17

9　　11

0　　16

7　　10

8　　17

4　　11

2　　17

0．58　　0．57　　0．54　　　0．83　　0．73

（定植後年数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2年） （3年）（4年）（5年）（6年）
1991年　収員（kg／10a）
植栽樹　房垂（g）

粒重（g）
糖度（Brix）
酸度（％）

409　　　409　　　515　1．092

371　　279　　　232　　　354　　　469

9　　15

4　　　18

0　　11

2　　17

2　　12

8　　18

3　　11

3　　18

0．66　　　0．58　　　　－　　　0，73　　　0．71

3　試験結果及び考察

（1）短梢努定で行った1994年までは，花芽を形成しない

新梢や花振るいの発生が多く，安定収姐が得られなかった。

これは，短梢努定で基部1－2芽を利用したことが原因と

考えられた（表1）。

（2）尉肖暫定に改善した1995年からは，1．000－1．500kg

／10aの収量となった。本県の棚仕立て‘紅伊豆－　の標準

収員は1，200kg／10aであることから十本仕立て法では，比

較的安定した収量が得られると推察された（蓑1）。

（3）粒東及び糖度は，各年とも十分であったが，酸度は

良梢封定とした1995年から若干高い傾向が認められ，収穫

時期等について検討が必要と思われた（表1）。

（4）2m以下の新柄率からみると，供試樹の平均新柄良

は2m前後と推察され，適正な樹勢であると思われた。し

かし．本仕立て法は良梢棚を用いた長柄男定法と比べ強樹

勢となりやすいため，発芽から開花期までの新梢の伸長状

態を良く観察し，芽欠き時期と垣を適切に判断する必要が

ある。また，樹勢が著しく強くなると予想される場合は，

衰2　樹体生育

1987年植栽樹’96（10年目）　　29．2　　　　64．8

1991年植栽樹
’95（5年臼）　16 3　　　　　49

’96（6年臼）　17．2　　　　45．1

注．2m以上の新柄は生育期に摘心

労定時に犠牲枝を残し，開花後町除するなど，適樹勢に近

づける必要があると思われた（表2）。

（5）埋設したラブシートは多くの根が貫通しており，根

城制限効果は低かったと考えられた（表3，図4）。

（6）本仕立て法は管理作業の大半を陶の高さで行うこと

が出来るため，軽労化が図れると思われた（図1，3）。

4　ま　と　め

表3　椴系分布

掘り上げ位置　　　　　　　太さ別根垂
地表から　幹から　ラブシー（生垂g／掘り上げ面臥00Dd）
区　の深さ　　の距離トの内外

（Ⅷ）　（CⅡ】）
2血以下　2～5m　5－10m tO皿以上

A O～50　0～　50

B　　　′′　　50～　75

C　　　′′　　75～100

C’　　　　　75～100

D　　　′′　100′～125

D’　′′　100～125

E　　　′′　125～150

E’　　　125～150

F　　　　　150一一175

F’　　　　150－175

G　　　′′　175－200

G’　′′　175－200
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図4　掘り上げ位置

き等の樹勢のコントロールや，樹冠拡大に伴う間伐により，

安定収員が得られることが明らかとなった。また，間伐を

前提とすれば，根城制限の必要はないと考えられた。

一紅伊豆’の垣根仕立法は．良梢の結果母枝とし，芽欠
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